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編集発行人 藤田 君男
印刷 株式会社 位下印刷

「
ご
挨
拶
」

代
表
理
事
組
合
長

藤　
田　
君　
男

　

日
頃
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
当
初
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
経
済
活
動
及
び
日
常
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
当
組
合
に
お
い

て
も
、
木
材
需
要
の
低
迷
や
請
負
事
業
の
減
少
な
ど

厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
、
林
業
は
長
引
く
材
価
の
低
迷
や
過
疎
化
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
る
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
山
林
の
荒
廃
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

る
異
常
気
象
な
ど
の
災
害
や
獣
害
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
を

造
る
た
め
に
は
、
計
画
的
な
森
林
整
備
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
も
よ
う
や
く
経
営
管
理
法
を
制

定
し
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
行
政
の
支
援
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
の
森
林
組
合
の
使
命
と
し
て
地
域
林
業
の
活
性

化
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
改
選
が

行
わ
れ
２
０
０
名
の
新
し
い
総
代
の
皆
様
よ
り
就
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
第
４
次
経
営
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
が
、
安
定
し
た
組
合
運

営
が
で
き
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
就
任
い
た
だ
い
た
総
代
の

皆
様
、
そ
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

里 山 間 伐作業前

作業後

長 岡 東( 浦 瀬 )地 区

健 全な 里 山 づくり
承ります‼
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〈令和2年度事業実績及び令和3年度事業計画〉　　　　（単位 ： 千円）
２年度計画 2年度実績 ３年度計画 備　考

指 導 事 業 6,030 6,022 5,890 座談会・組合広報等
販 売 事 業 88,630 76,854 116,800 素材販売、購買
加 工 事 業 35,000 29,894 33,400 小径木加工
森 林 整 備 事 業 353,320 323,401 344,860 間伐・請負・受託管理
総 収 益 482,980 436,171 500,950
事 業 総 利 益 115,220 108,700 119,950
事 業 管 理 費 114,100 107,374 117,400 施設及び管理経費等
事 業 外 損 益 260 3,229 2,000
経 常 利 益 1,380 4,555 4,550
特 別 損 益 △　300 161 △　300
法 人 税 等 700 450 1,700
当 期 剰 余 金 380 4,266 2,550

第
12
回
通
常
総
代
会
の
開
催

　

去
る
５
月
28
日
、
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
（
長
岡
市
青
葉
台
）
に
お
い
て
、
第
12
回
通
常

総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
規

模
を
縮
小
し
、
代
表
総
代
様
の
み
ご
出
席
い
た
だ
き

開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
に

は
、
書
面
議
決
を
奨
励
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
人
出

席
20
名
、
書
面
議
決
書
提
出
者
数
164
名
、
合
計
184
名

で
し
た
。

　

総
代
会
は
、
藤
田
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
新
潟

県
森
林
組
合
連
合
会　

二
宮
系
統
事
業
部
長
様
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
小
国
町
の
中
村　

忠 

様 

が
議
長
に
就
任
し
、
名
議
長
の
進
行
で
組
合
の

提
案
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
所
業
務
の
統
合
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
に
四
つ
の
森
林
組
合
が
広
域
合
併
を
し

て
早
12
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
森
林
組
合
で

は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す

べ
く
、
将
来
を
見
据
え
た
組
合
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

前
号
の
た
よ
り
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
９
月
30
日
を
持
ち
ま
し
て
小
国
事
業
所
と

三
島
事
業
所
の
窓
口
業
務
を
廃
止
し
、
本
所
へ
統
合

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
亘
り
賜
り

ま
し
た
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
対
応
は
全
て
本
所
へ
継
承
い
た
し

ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
計
ら
い
ま
す
の
で
、
従
来
同

様
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

〇
組
合
員
の
名
義
変
更
、
住
所
変
更
な
ど
の
お
手
続

き
は
本
所
に
て
承
り
ま
す
。
郵
送
で
の
お
手
続
き

も
可
能
で
す
の
で
、
先
ず
は
組
合
本
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
山
の
手
入
れ
や
立
木
の
伐
採
作
業
な
ど
、
こ
れ
ま

で
通
り
承
り
ま
す
。
管
内
の
出
張
お
見
積
り
は
無

料
で
す
。
ご
自
宅
周
り
の
立
木
伐
採
や
枝
落
と
し

な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
毎
月
10
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
に
、

小
国
事
業
所
と
三
島
事
業
所
に
お
き
ま
し
て
、
事
業

所
区
域
の
組
合
員
様
限
定
の
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
名
義
変
更
の
お
手
続
き
や
購
買
品
注
文
も
承
り

ま
す
。

※
開
設
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
迄
で
す
。

　

冬
期
間
12
月
か
ら
３
月
は
お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
事
業
所
統
合
後
の
サ
ー
ビ
ス
対
応
】
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安
全
教
育
研
修
会（
講
師 

上う
え
む
ら村　
巧 

様
）

　

７
月
３
日
、
ハ
イ
ブ
長
岡
に
お
い
て
、
安
全
教
育

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
外
部
講
師
と
し

て
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林

総
合
研
究
所
の
上
村 

巧
様
を
お
招
き
し
て
、
伐
採

技
術
及
び
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
上
村
様
の
著
書
「
伐
木
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

を
通
じ
て
、
よ
り
具
体
的
か
つ
分
か
り
易
い
伐
木
技

術
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
業
務

に
お
い
て
職
員
一
人
ひ
と
り
の
技
術
の
向
上
と
、
労

働
災
害
の
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

安
全
工
事
表
彰
を
受
賞

　

こ
の
た
び
、
当
組
合
の
安
全
対
策
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
東
北
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社
長
岡
電
力
セ
ン
タ
ー
所

長
様
よ
り
表
彰
状
を
賜
り
ま
し
た
。

　

当
組
合
で
は
、
電
力
関
連
の
保
守
工
事

と
し
て
、
線
下
伐
採
や
除
草
作
業
を
長
年

に
亘
り
受
注
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
無
事
故
・
無
災
害
を
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
組
織
的
な
安
全
衛
生
管
理
活
動
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
職
員
の
合
言
葉
は
、

「
今
日
も
一
日
ゼ
ロ
災
で
い
こ
う
！
」

「
ヨ
シ
！
」

　
　
　

ご
安
全
に
。

＊再造林モデル事業＊施業候補地募集

　地拵えから植栽までの経費は、組合が全額負担します。
　さらに、生産木材の引取りにより1ha当り30万円を森林所有者様へお
支払いします。
　詳しくは、応募条件をご確認の上、お気軽にご相談ください。

＜応募条件＞　応募締切り　令和3年10月31日まで
〇対 象 森 林：森林所在地が長岡市、見附市、出雲崎町のいずれかであること
〇実施条件１：50年生以上のスギ人工林で0.5ha(5反)程度の纏まりのある森林
　　　　　　　であること
　　　　　　　※お隣の山主さんとの複数名による応募も可能です。
〇実施条件２：林内に木材搬出道の開設の了解が得られること

鳥獣害対策、土砂災害防止、水源涵養など・・・

“未整備の森
も り

林を新たに再生します‼”
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新
総
代
２
０
０
名
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

総
代
の
任
期
は
、
令
和
３
年
７
月
１
日
よ
り
令
和
６
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

◎
は
代
表
総
代
の
皆
様
で
す
。（
定
数
30
名
）

長
岡
市
小
国
町
大
貝�

小
川
　
一
也

　 

　
〃
　
　 

三
桶�

小
堀
　
正
美

　 

　
〃
　
　 

苔
野
島�

中
村
　
　
官

　 

　
〃
　
　 

原�

北
原
　
信
義

　 

　
〃
　
　 

森
光�

中
村
　
誠
一

　 

　
〃
　
　 

小
栗
山�

今
井
　
茂
喜

　
　 

〃
　
　 

小
栗
山�

◎
片
桐
　
三
郎

　
　 

〃
　
　 

諏
訪
井�

佐
藤
　
和
明

　
　 

〃
　
　 

太
郎
丸�

中
島
　
安
栄

　
　 

〃
　
　 

太
郎
丸�

小
林
　
広
章

　 

　
〃
　
　 

小
国
沢�

北
原
　
久
夫

　
　 

〃
　
　 

上
岩
田�

◎
木
原
　
　
博

　
　 

〃
　
　 

法
末�

内
山
　
　
実

　
　 

〃
　
　 

楢
沢�

高
橋
　
久
夫

　
　 

〃
　
　 

新
町�

◎
中
村
　
　
忠

　
　 

〃
　
　 

上
谷
内�

高
橋
　
茂
男

　
　 

〃
　
　 

相
野
原�

田
中
　
　
勇

　
　 

〃
　
　 

相
野
原�

山
岸
　
義
夫

　
　 

〃
　
　 

二
本
柳�

◎
長
谷
川
　
曻

　
　 

〃
　
　 

法
坂�

山
﨑
　
一
也

　
　 

〃
　
　 

法
坂�

若
井
　
　
仁

見
附
市
椿
澤
町�

結
城
　
一
行

　
〃
　
椿
澤
町�

平
井
喜
美
嗣

　
〃
　
田
井
町�

稲
田
　
晴
男

　
〃
　
田
井
町�

小
出
　
正
美

　
〃
　
田
井
町�

平
井
　
忠
勝

　
〃
　
鳥
屋
脇
町�

岩
渕
　
忠
男

　
〃
　
熱
田
町�

生
田
　
浩
尉

　
〃
　
名
木
野
町�

山
田
　
道
廣

　
〃
　
名
木
野
町�

丸
山
　
計
一

　
〃
　
名
木
野
町�

福
田
　
準
一

　
〃
　
明
晶
町�

稲
田
　
博
栄

　
〃
　
下
新
町�

牛
膓
　
　
正

　
〃
　
漆
山
町�
菊
地
　
一
男

　
〃
　
石
地
町�

源
川
　
洋
太

　
〃
　
堀
溝
町�

◎
菅
井
　
　
昇

　
〃
　
小
栗
山
町�

鈴
木
　
正
明

三
条
市
大
面�

◎
坂
爪
　
公
男

　
〃
　
吉
野
屋�

梅
本
　
久
雄

長
岡
市
百
束
町�

諸
橋
　
秋
雄

　
〃
　
鴉
ヶ
島�

◎
矢
澤
　
栄
一

　
〃
　
栃
尾
大
野
町�

大
﨑
　
増
雄

　
〃
　
小
貫�

佐
野
　
公
明

　
〃
　
吉
水�

飯
浜
　
　
清

　
〃
　
下
塩�

◎
土
田
　
米
蔵

三
島
郡
出
雲
崎
町
上
中
条�

山
後
美
智
子

　
〃
　
出
雲
崎
町
大
門�

山
後
　
勝
義

　
〃
　
出
雲
崎
町
別
ケ
谷�

金
子
　
芳
春

　
〃
　
出
雲
崎
町
山
谷�

◎
小
林
　
俊
幸

　
〃
　
出
雲
崎
町
松
本�

佐
藤
　
一
夫

　
〃
　
出
雲
崎
町
上
小
竹�

◎
田
口
　
道
夫

　
〃
　
出
雲
崎
町
下
小
竹�

南
波
　
　
豊

　
〃
　
出
雲
崎
町
市
野
坪�

丸
山
百
合
江

　
〃
　
出
雲
崎
町
稲
川�

佐
藤
　
正
平

　
〃
　
出
雲
崎
町
田
中�

野
中
　
栄
作

　
〃
　
出
雲
崎
町
小
木�

安
達
　
　
弘

　
〃
　
出
雲
崎
町
小
木�

◎
大
西
　
正
憲

　
〃
　
出
雲
崎
町
井
鼻�

渡
邉
　
常
侃

新
潟
市
西
蒲
区
石
瀬�

鈴
木
　
　
茂

長
岡
市
大
積
町
二
丁
目�

桑
原
　
正
一

　
〃
　
大
積
町
三
丁
目�

◎
杉
本
　
昭
平

　
〃
　
大
積
田
代
町�

伊
藤
　
正
昭

　
〃
　
柏
町�

小
林
　
善
一

　
〃
　
大
積
三
島
谷
町�
今
井
　
栄
一

長
岡
市
上
条
町�

本
田
　
芳
郎

　
〃
　
渡
沢
町�

◎
細
貝
　
　
眞

　
〃
　
滝
谷
町�

甲
野
　
正
男

　
〃
　
不
動
沢�

宮
澤
　
　
泉

　
〃
　
岩
田�

◎
金
子
　
徳
夫

　
〃
　
岩
田�

長
谷
川
　
順

　
〃
　
岩
田�

平
田
　
一
博

　
〃
　
岩
田�

堀
　
　
一
好

　
〃
　
飯
塚�

佐
藤
　
源
一

　
〃
　
飯
塚�

田
中
　
一
豊

　
〃
　
飯
塚�

中
静
　
秀
一

　
〃
　
飯
塚�

◎
廣
川
　
克
実

　
〃
　
飯
塚�

平
石
　
重
行

　
〃
　
沢
下
条�

長
束
　
栄
善

　
〃
　
東
谷�

内
山
　
　
隆

　
〃
　
塚
野
山�

中
山
　
生
一

　
〃
　
雲
出
町�

相
田
　
一
郎

　
〃
　
雲
出
町�

渡
邊
　
　
弥

　
〃
　
蓮
花
寺�

小
川
　
才
智

　
〃
　
蓮
花
寺�

丸
山
　
　
馨

　
〃
　
中
永�

難
波
　
仁
一

　
〃
　
三
島
上
条�

田
中
　
和
行

　
〃
　
三
島
上
条�

田
中
　
保
雄

　
〃
　
逆
谷�

新
保
　
芳
夫

第
４
区

　
本
所
区
域�

89
名

第
１
区

　
小
国
区
域�
39
名
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〃
　
　 

桐
沢�

青
柳
　
正
彦

　
　 

〃
　
　 

桐
沢�

青
柳
　
　
拓

　
　 
〃
　
　 

猿
橋�

山
口
富
士
雄

　
　 
〃
　
　 

箕
輪�

桑
原
　
清
貴

　
　 

〃
　
　 
上
村�

藤
田
　
　
清

　
　 

〃
　
　 
下
村�

山
﨑
　
忠
吉

　
　 

〃
　
　 

下
村�

永
見
　
英
樹

　
　 

〃
　
　 

七
日
町�
田
中
　
　
紀

　
　 

〃
　
　 

七
日
町�
小
林
　
　
明

　
　 

〃
　
　 

上
栗�

角
山
　
　
忠

　
　 

〃
　
　 

上
栗�

原
　
　
雅
彦

　
　 

〃
　
　 

押
切�

佐
藤
　
昭
久

　
　 

〃
　
　 

武
石�

◎
内
山
　
政
春

　
　 

〃
　
　 

武
石�

安
澤
　
良
太

　
　 

〃
　
　 

原
小
屋�

小
川
　
益
巳

　
　 

〃
　
　 

千
谷
沢�

◎
佐
藤
　
好
和

　
　 

〃
　
　 

鷺
之
島�

小
川
　
道
範

　
　 

〃
　
　 

八
王
子�

内
山
　
　
功

見
附
市
太
田
町�

藤
田
　
良
一

　
〃
　
池
之
島
町�

漆
間
　
貞
夫

　
〃
　
河
野
町�

◎
小
林
　
伸
一

　
〃
　
神
保
町�

小
熊
　
　
勉

　
〃
　
本
明
町�

関
　
　
三
郎

　
〃
　
宮
之
原
町�

小
林
　
　
智

　
〃
　
牛
ケ
嶺
町�

棚
村
　
正
明

　
〃
　
椿
澤
町�

◎
井
口
　
清
一

　
〃
　
人
面�

長
谷
川
謙
一

　
〃
　
入
塩
川�

嘉
代
　
常
一

　
〃
　
山
葵
谷�

増
井
　
晴
夫

　
〃
　
塩
新
町�

佐
藤
　
登
一

　
〃
　
上
塩�

大
港
　
博
幸

見
附
市
市
野
坪
町�

渡
辺
　
宏
二

長
岡
市
赤
谷�

佐
藤
　
政
美

　
〃
　
北
荷
頃�

髙
橋
　
　
功

長
岡
市
寺
泊
郷
本�

青
栁
　
　
寛

　
〃
　
寺
泊
田
頭�

本
合
　
秀
市

　
〃
　
寺
泊
本
山�

和
田
　
孝
一

　
〃
　
寺
泊
矢
田�

◎
山
崎
　
敏
栄

　
〃
　
寺
泊
五
分
一�

阿
部
　
真
一

　
〃
　
下
小
島
谷�

松
永
　
利
治

　
〃
　
中
小
島
谷�
布
施
　
隆
一

　
〃
　
中
沢�
久
住
　
一
雄

　
〃
　
東
保
内�

◎
八
子
　
　
篤

　
〃
　
村
田�

花
井
　
　
清

　
〃
　
両
高�

小
林
　
良
和

　
〃
　
島
崎�

早
川
　
勝
弘

　
〃
　
荒
巻�

島
倉
　
孝
信

三
島
郡
出
雲
崎
町
神
条�

南
波
　
正
隆

　
〃
　
出
雲
崎
町
滝
谷�

伊
藤
　
　
健

　
〃
　
出
雲
崎
町
柿
木�

日
浦
　
　
徹

　
〃
　
出
雲
崎
町
大
寺�

◎
金
子
　
信
夫

　
〃
　
出
雲
崎
町
久
田�

小
黒
　
啓
二

　
〃
　
宮
本
町
一
丁
目�

五
十
嵐
常
雄

　
〃
　
宮
本
町
二
丁
目�

綱
島
　
幸
市

　
〃
　
宮
本
町
三
丁
目�

◎
布
川
　
　
清

　
〃
　
宮
本
町
四
丁
目�

松
本
　
　
司

　
〃
　
宮
本
堀
之
内
町�

野
中
　
　
勝

　
〃
　
宮
本
東
方
町�

廣
川
　
正
導

　
〃
　
関
原
南
三
丁
目�

◎
太
田
　
一
郎

　
〃
　
白
鳥
町�

押
味
　
良
明

　
〃
　
乙
吉
町�

高
橋
　
政
俊

　
〃
　
乙
吉
町�

長
谷
川
厚
生

　
〃
　
宮
路
町�

阿
部
　
　
守

　
〃
　
麻
生
田
町�

◎
下
条
　
　
功

　
〃
　
浦
瀬
町
一
丁
目�

土
田
　
　
宏

　
〃
　
浦
瀬
町
二
丁
目�

林
　
　
春
仁

　
〃
　
浦
瀬
町
三
丁
目�

関
谷
　
勝
義

　
〃
　
浦
瀬
町
四
丁
目�

佐
藤
富
士
正

　
〃
　
浦
瀬
町
五
丁
目�

波
多
　
重
夫

　
〃
　
浦
瀬
町
六
丁
目�

吉
川
　
進
一

　
〃
　
加
津
保
町�

佐
藤
　
和
俊

　
〃
　
桂
町�

菊
池
　
良
明

　
〃
　
亀
崎
町�

田
井
　
政
昭

　
〃
　
栖
吉
町�

安
部
　
信
雄

　
〃
　
栖
吉
町�

高
野
　
一
雄

　
〃
　
栖
吉
町�

今
井
　
克
美

　
〃
　
東
片
貝
町�

佐
藤
　
光
則

　
〃
　
西
片
貝
町�

◎
水
澤
　
一
之

　
〃
　
千
代
栄
町�

佐
藤
　
　
昇

　
〃
　
成
願
寺
町�

高
野
　
幸
一

　
〃
　
柿
町�

竹
津
　
信
夫

　
〃
　
高
畑
町�

吉
田
　
隆
一

　
〃
　
鉢
伏
町�
神
保
　
善
則

　
〃
　
逆
谷�

◎
新
保
　
義
宏

　
〃
　
気
比
宮�

西
原
　
幾
夫

　
〃
　
宮
沢�

小
熊
　
　
修

　
〃
　
瓜
生�

小
川
　
　
稔

　
〃
　
下
河
根
川�

白
原
　
光
明

　
〃
　
三
島
新
保�

井
村
　
昭
夫

　
〃
　
脇
野
町�

小
林
　
　
力

　
〃
　
脇
野
町�

大
島
　
　
誠

　
〃
　
吉
崎�

難
波
　
常
男

　
〃
　
上
岩
井�

小
林
　
幸
治

　
〃
　
上
岩
井�

遠
藤
　
栄
司

　
〃
　
上
岩
井�

元
井
　
悦
夫

　
〃
　
上
岩
井�

安
立
　
信
治

　
〃
　
七
日
市�

齋
藤
　
　
明

　
〃
　
七
日
市�

中
村
　
郁
夫

　
〃
　
鳥
越�

樋
口
　
茂
男

　
〃
　
鳥
越�

小
坂
　
孝
英

　
〃
　
鳥
越�

栁
　
　
洋
一

　
〃
　
鳥
越�

◎
青
栁
　
敏
郎

　
〃
　
鳥
越�

棚
橋
　
　
稔

　
〃
　
与
板
町
槙
原�

小
林
善
一
郎

　
〃
　
与
板
町
槙
原�

森
　
　
直
樹

　
〃
　
与
板
町
山
沢�

◎
大
橋
　
重
一

　
〃
　
与
板
町
蔦
都�

石
橋
　
　
徹

　
〃
　
与
板
町
与
板�

中
野
　
　
均

　
〃
　
与
板
町
与
板�

長
谷
川
　
清

　
〃
　
与
板
町
本
与
板�

丸
山
　
要
一

　
〃
　
与
板
町
本
与
板�

大
平
　
一
郎

　
〃
　
与
板
町
岩
方�

◎
髙
野
　
正
史

第
２
区

　
刈
谷
田
区
域�

40
名

第
３
区

　
三
島
区
域�

32
名
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森
林
の
恵
み
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

還
暦
記
念
に
ブ
ナ
を
３
反
、
刈
払
い
、
伐
採
、
集

積
し
て
、
植
付
け
を
し
下
刈
り
ま
で
続
け
ま
し
た
。

　

軽
ト
ラ
で
10
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
里
山
に
義
父
が

植
え
た
杉
林
も
あ
り
、
昨
年
に
は
徐
間
伐
を
経
て
８

ｍ
ま
で
枝
打
ち
を
行
い
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
雪
害
木
を
伐
採
し
て
薪
に
し
た
り
、

人
力
で
出
来
る
２
ｍ
材
に
し
て
軽
ト
ラ
に
積
ん
で
本

所
ま
で
運
び
、
木
を
活
か
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
森
林
で
す
が
、
山
菜
や
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ

コ
の
置
場
に
し
た
り
山
の
花
を
楽
し
ん
だ
り
、
恵
み

に
満
ち
た
山
に
度
々
出
か
け
て
い
ま
す
。

職
員
の
声

職
員
の
声技

術
職
員

　

販
売
加
工
課
班
長

�

奈
良
場 

達
弥

技
術
職
員

　

販
売
加
工
課
副
班
長

�

今 

井 

康 

則

　

高
校
を
卒
業
し
て
縁
あ
っ
て
旧
長
岡
地
域
森
林
組
合
に
就

職
し
、
そ
の
後
合
併
を
経
て
中
越
よ
つ
ば
森
林
組
合
に
な
り

18
年
経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
先
輩
方
に
色
々
と
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

今
日
ま
で
大
き
な
怪
我
も
無
く
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
は
林
産
班
と
し
て
、
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
と
い
う
バ
ッ

ク
ホ
ウ
で
材
木
を
搬
出
す
る
た
め
の
作
業
路
の
開
設
や
材
の

集
積
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

林
業
は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
職
業
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
日
々
勉
強
し
な
が
ら
安
全
に
作
業
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
中
越
よ
つ
ば
森
林
組
合
に
合
併
す
る
以
前
の
三
島
郡

森
林
組
合
の
時
か
ら
技
術
職
員
と
し
て
林
業
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
組
合
の
職
員
に
な
る
以
前
に
も
樹
木
に
関
わ
る
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
初
め
て
山
の
中
で
仕
事
を
し

た
時
の
勝
手
の
違
い
に
戸
惑
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
に
も
先
輩
方
は
親
切
に
、
仕
事
に
関
す
る
様
々

な
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
何
よ
り
一
番
大
切
な
安

全
作
業
に
関
し
て
は
、
間
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
時
に

は
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
未

だ
に
大
き
な
事
故
、
怪
我
も
無
く
毎
日
作
業
出
来
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
確
実
に
安
全
な
作
業
を
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

　
　
小
国
町
相
野
原

吉
田　
正
美  

様

頑
張
る
組
合
員

三
島
・
上
岩
井
地
内

「
根ね

だ
ち立

遺
跡
の
ク
ル
ミ
の
木
」

　

昭
和
47
年
黒
川
堤
防
の
改
修
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
の
際
、
堤
防
よ
り
４
ｍ
以
上
の
深
さ
か
ら
、

縄
文
後
期
（
約
３
千
５
０
０
年
前
）
の
生
活
痕
跡

と
多
く
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
、
当
時
の
食
物
物
資
と
み
な
さ
れ
る

３
０
０
点
ほ
ど
の
ト
チ
の
実
の
皮
や
ク
ル
ミ
の
実

が
あ
り
、
試
し
に
畑
に
蒔
い
て
み
た
と
こ
ろ
15
粒

か
ら
13
本
が
発
芽
し
、
そ
れ
を
移
植
し
た
の
が
こ

の
ク
ル
ミ
の
木
で
す
。

　

発
芽
か
ら
48
年
。
現
在
も
成
長
を
続
け
、
悠
久

の
時
を
超
え
、
縄
文
の
息
吹
を
現
代
に
伝
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
島
理
事　

記
）

組合本所にて
木材買取実施中です!!
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苗木、冬囲い資材は別紙をご覧ください。組合員以外の方は 10％増しとなります。

台風や集中豪雨、火災など万が一の
    災害に備えることができます。

いざという時の為に…森林保険

開催日時：令和3年 10月2日(土)
　　　　　午後1時から午後3時まで

会場：組合本所 裏面の地図をご参照ください。
♦チェンソー、刈払機を山仕事のプロ集団が無料で点検整備いたします。
 （修理にかかる費用、部品代は実費となります。）
　点検は、1家族様、２台までとさせていただきます。

バッテリーカッター
予約受付中！

草刈機の替刃や丸ヤスリ、獣害対策商品、キャンパーに人気のスェーデントーチ
など組合ならではの商品を多数ご用意しております。
事前予約も承りますので、お気軽にお問合せ下さい。

3,300円⇒3,000円(税込）
毒を持つ昆虫や蜂の毒液を簡単に吸引、取り除きます。
繰り返しご使用できます。

アスピラボエクストラクター

家
庭
用
に
準
備

し
て
お
く
と

安
心
で
す
！

・町内会で草刈り作業の為にまとめて購入しました。蜂やブヨに刺さ
れた時に使用、その後の症状が緩和されました。

・事業所で従業員全員に配りました。刺されてすぐに処置出来ること
で、現場で慌てる事なく対応ができました。

※医師の手当を受けるまでの応急処置です。必ず専門医を受診してください｡

アスピラボエクストラクターをご購入されたお客様の声

新型コロナウィルス感染症予防対策のため、マスク着用でのご来場、手指のアルコール消毒等のご協力をお願いいたします。

おすすめ商品

チェンソー、草刈機も当日限りの特別価格で販売いたします。
今話題の充電式草刈機もメーカーの営業マンがおりますので
お気軽にお問合せください。

第６回 機械無料点検会＆チェンソーまつり
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－皆様からのご意見・ご感想をおきかせください。－

http://yotubaforest.info/

◎組合員の加入要件等が変わった場合はお知らせください｡

当組合は､

「ながおか働き方
プラス応援プロジェクト」
に賛同しています

　・組合員の名義・住所が変わった場合
　・新たに組合に加入する場合
　・組合員を脱退する場合
※推進員を変わられた場合もお知らせ願います。

中越よつば森林組合
本　　　　所　長岡市雲出町字前田4421番地

TEL 0258-21-4525
FAX 0258-21-4533

刈 谷 田 支 所　見附市神保町218番地
TEL 0258-63-2451
FAX 0258-63-3048

※刈谷田支所の窓口業務は、
　10月１日より月・水・金曜日に開設します。

小 国 事 業 所　長岡市小国町法坂793番地
TEL 0258-95-4147
FAX 0258-95-4132

三 島 事 業 所　長岡市小島谷字上の東506番地1
TEL 0258-74-2016
FAX 0258-74-2877

※小国事業所・三島事業所は、
　９月30日をもって窓口業務を廃止いたします。

編編 集集 後後 記記
　去る5月28日開催の第12回
通常総代会に提出された議案
は、すべて原案通り承認いた
だきました。また、6月には

任期満了による総代選挙が執行され、定数200名の新たな総
代の皆様が各地域より選出されました。3年間の任期となり
ますが、組合運営にご助力賜りますよう宜しくお願い申し上
げます。
　依然として続くコロナ禍の下、厳しい運営が続きますが、
SDGs等を視野に入れた新たな突破口を役職員一丸となって
模索して参りたいと思いますので、尚一層のご指導、ご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます。� （八子理事　記）

令 和４年度  職 員募集のお知らせ（高 卒求人）

林業は、地域の森林環境保全を担いSDGｓの運動に貢献す
る大切な仕事です。組合では、地域の林業を100年先の未来
へ継承し続ける為、若くて意欲のある担い手を募集しています。
自然環境のなかで働いてみたい方、体を動かすことが好きな方、
森林組合で働いてみませんか。応募前の職場見学も可能です。

■ 採 用 人 数
■ 労 働 条 件

■ 応 募 資 格
■ 選 考 方 法
■ 応 募 方 法
■ 受 付 期 間
■ 問 合 せ 先

林業技術員　２名　令和４年４月１日採用予定
休日・休暇　日曜、祝日、土曜（土曜は月1回勤務あり）、年次有給休暇
勤 務 時 間　午前7時30分～午後5時30分（休憩時間120分）
初　任　給　165,000円／試用期間5カ月
各 種 手 当　通勤・扶養・賞与年２回・被服等貸与あり
加入保険等　雇用・労災・健康・厚生・退職金制度あり
令和4年3月卒業見込み（又は卒業後3年以内）の者／普通自動者免許（MT）
面接、適正検査、作文
電話申し込み（提出書類並びに選考日程を説明いたします。）
令和3年9月5日開始（定員に達し次第終了いたします。）
本所企画管理課　担当：鈴木　☎０２５８-２１-４５２５


